
小松登志子教授（土壌環境科学）
高校2年まで文系志望でしたが、3年になって実
験をするうちに科学が好きになり、理系に進みま
した。女性が働くには、子育て時期を乗り越えな
ければなりません。男性の育児休業取得を促進す
るなど、社会全体でサポートするシステムをつく
るなどして改善できたらと思います。

金子康子准教授（生物学）
子育てや介護などを含め、どういうときでも柔軟
に考えることが大切です。壁にぶつかったときは、
何かをやりたいという気持ちを持ち続け、夢を
諦めないこと。回り道をしても、いつか辿り着け
ます。

ヴィレヌーヴ真澄美助教（コロイド・界面化学）
１人目の子どものときは、産休を早めに切り上げて
大学に戻りましたが、研究のペースは落ちました。
2人目の子どものときは、キャンパスから1kmほ
ど離れた保育所を利用し、職場、夫や両親の協力
でなんとか乗り切れました。2009年春にはキャン
パス内に保育所ができ、より便利になります。

日原由香子助教（植物生理学）
大学院生のときに、結婚して出産しました。家族
の協力なしには、研究と子育てを両立できないと
痛感しました。夫も研究者なので理解があったこ
とが大きかったです。子どもが小学校に入学して
からは、子育ても少し楽になりました。

「
科
学
を
広
い
視
野
で
概
観
で
き
る
。
科
学
へ

の
興
味
や
関
心
が
高
ま
る
。
科
学
を
実
践
で

き
る
」
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ
と
ば

力
向
上
の
た
め
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
別
講
義
を
企
画
し

た
り
、
最
先
端
の
科
学
技
術
研
究
所
を
訪
問

す
る
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
や
宿
泊
研
修
も
実

施
。
研
修
で
は
、キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
で
あ
る
女
性

の
科
学
者
と
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
、科
学
者

への
夢
が
膨
ら
ん
だ
よ
う
で
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
講
義
は
放
課
後
、
土
曜
日
、
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、「
働
き
か
け

た
分
だ
け
、
生
徒
が
変
わ
っ
て
い
く
」
と
菅
野

教
諭
。
午
後
７
時
頃
ま
で
質
問
責
め
の
と
き

も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
現
在
大
学
２
年
の
卒
業
生
が
学
校
に
遊
び
に

来
た
と
き
に
、
高
校
で
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、レ

ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
大
学
の
中
で
既
に
自
分
の
研
究

を
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
の

効
果
は
、５
年
、
10
年
先
に
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
卒
業
後
、
生
徒
が
自
分
で
学
び
続
け
て
い

け
る
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
菅
野
教
諭
。
磯
貝
明
宏
教
頭
は
、「
Ｓ

科
が
好
き
な
子
が
多
い
の
で
す
が
、
中
学
校
で

嫌
い
に
な
る
と
、
高
校
で
回
復
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
。
夢
を
持
っ
た
ら
し
っ
か
り
と
追
い
か

け
て
ほ
し
い
。
乗
り
越
え
る
方
法
は
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら

研
究
を
継
続
す
る
こ
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
す
れ
ば
可
能
で
す
。
職
業
と
し

て
の
科
学
技
術
者
が
増
え
て
いっ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
、
企
画
を
担
当
し
た
永
澤
明
教
授
。

ま
た
、「
女
性
科
学
者
の
芽
」
と
い
う
コ
ー
ス
も

設
け
、
女
性
研
究
者
の
活
躍
の
場
を
明
示
し
、

女
性
の
科
学
者
の
芽
を
し
っ
か
り
育
て
る
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
は「
女
性
科
学
者

と
話
そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
受
講
者
か
ら
女
性
科
学
者
へ
、「
科
学

者
と
し
て
、
ど
う
い
う
と
き
に
嬉
し
い
で
す

か
？
」「
将
来
不
安
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
受
講
生
は
、「
女
性
で
も
科
学
者
に
な

れ
る
と
思
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」、
保

護
者
は「
娘
で
も
科
学
者
に
な
れ
る
か
も
」と
、

将
来
の
夢
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

http://w
w
w
.m
irai.saitam

a-u.ac.jp/

小林二美
さん

・取・材・を・終・え・て・

佐藤恭子
さん

宝殊山敬氵杉
さん

科学技術者の芽を育てる
さまざまなプログラム
さいたま市内では、理数教育の充実を図るため、
科学教育振興事業や理数大好きスクール事業が推進されています。
ここでは、学校単位で積極的に理数教育や
科学者育成プログラムなどを実施している事例として
県立浦和第一女子高等学校と
埼玉大学大学院理工学研究科の取組を紹介します。

生
き
た
科
学
技
術
の
習
得
と

科
学
的
探
求
心
の
向
上
を
図
る

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

小
中
高
生
を
対
象
に
し
た
講
座
で

科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

「
科
学
者
の
芽
」
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｓ
Ｈ
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
生
徒

が
積
極
的
に
な
り
、
目
標
が
明
確
に
な
っ
て
き

ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
選
択
し
て

い
る
生
徒
は
、「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
講
義
は
、
普
段
の
授

業
で
は
取
り
上
げ
な
い
内
容
だ
か
ら
面
白
い
。

ま
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
普
段
の
授

業
も
面
白
く
な
って
く
る
」「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
が
あ
る
か

ら
入
学
し
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
と
意
欲
的
。

生
徒
の
中
に
は
、
米
国
で
開
催
さ
れ
る「
国
際

学
生
科
学
技
術
フ
ェア
」で
１
位・２
位
を
獲
得

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、「
科
学
技
術
者
の
卵
」た

ち
は
確
実
に
夢
に
向
か
って
成
長
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.uraw

aichijo-h.spec.ed.jp/

文
部
科
学
省
が
、
未
来
を
担
う
科
学
技
術

系
人
材
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）。
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校
は
平

成
16
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
指
定
を
受
け
、

大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
生

徒
が
本
物
の
科
学
に
ふ
れ
、論
理
的
思
考
力
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
て
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、１
．科

学
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
、２
．最
先
端
科
学

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
す
る
、３
．課
題
研
究

の
成
果
を
発
信
す
る
、
と
い
う
３
つ
の
柱
を
設

け
て
、こ
と
ば
力（
話
す
、聞
く
、書
く
、読
む
）

も
同
時
に
つ
け
て

い
き
ま
す
」

と
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
た

の
は
担
当
の

菅
野
彰
教

諭
。
英
語
を

使
っ
た
科
学

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
課
題

研
究
、
研
究
発

表
な
ど
を
通
し
て
、

「
科
学
者
の
芽
」
を
育

て
よ
う
と
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま

で
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に

し
た
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

昨
年
の
８
月

か
ら
実
施
し

て
い
る
埼
玉
大

学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
「
未
来
の
科
学
者
養
成
講
座
」の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
・

生
徒
の
科
学
に
関
す
る
好
奇
心
・
学
習
意
欲
・

能
力
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
親
の
理
解
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
で
は
保
護
者
も

参
加
。
ま
た
、実
験
結
果
を
自
分
で
ま
と
め
る

こ
と
、他
者
と
論
議
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
伝

え
て
い
ま
す
。

「
科
学
者
を
育
て
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
先

生
の
協
力
が
必
要
で
す
。
小
学
生
ま
で
は
理

女性科学者の皆さんに話を
伺って印象に残ったのは、夢
を諦めないことや、困難を乗り
越えていこうとする姿勢が、研
究にも、家事との両立にも大
切だということでした。科学者
の芽を育て、実を結ばせるた
めにも、周囲の適切なサポート
が重要だと感じました。

高校生のうちに研究課題を見
つけられるということに驚きまし
た。そして活気に満ちた講義
室のムードに、私の心も躍りま
した。先生のキャリアモデルの
必要性についての話は同感で
す。彼女たちの未来のために、
大人としてできることを模索し
たいと思います。そして、彼女
たちの姿に憧れる子どもたちに
つながっていくといいと思い
ます。 近隣の高砂小学校や岸中学校とのコラボレーションも行い、

地域にその芽を広げている

女性の科学技術系人材育成
のために、放課後熱心に指導
される教諭、地学・生物・化
学の研究と実験に打ち込む生
徒たちの姿に感動しました。生
徒たちの輝く目は、しっかりと
未来を捉えています。

通信員

通信員

通信員

１年生75名、２年生
19名、３年生16名
（平成20年度）が熱心
に講義を受けている

真剣に実験する
受講者たち
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～女性の科学者から～

●内閣府男女共同参画局では、理工系分野に関心を持つ女子高校生・女子学生を　支援するサイト「チャレンジ・キャンペーン～女子高校生・女子学生の理工系分野への選択～」を開設しています。http://www.gender.go.jp/c-challenge/You&Me～夢～vol.16　2009.3.1
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